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研究成果の概要（和文）：介護労働は「女性向きの仕事」であるという「ジェンダ－規範」があるため、従来から女性
により安上がりに担われてきた。さらに近年では、介護労働者が国際的に移動するという「グロ－バル化」という問題
も生じている。これら今日の介護問題を国際比較するために、介護労働の異なるパタ－ンを持つ、米・デンマ－ク・韓
国・中国の介護労働の実態を調査した。その結果、日本の介護労働の特徴として、他の類型よりも「性役割に依存する
類型」であることが明らかとなった。「ジェンダー規範」に基づく日本の介護労働は、きわめて女性への依存が高いこ
と、その解決が緊急な課題であることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：As the gender model to designate women for care work exists, the work has been 
carried by cheap women labor up to now. Further, in recent years, the labor globalization issue has come 
to the surface due to the international transference of care workers. Under this environment, in order to 
conduct the comparison among countries, the study on the care workers actual conditions has been 
conducted in the US, Denmark, Republic of Korea and People's Republic of China, the each of which has the 
different care work pattern from others. The study reveals that Japan in particular has the pattern that 
care work relies on gender role more than other countries. The care work originated from gender patter 
depends on women highly and the solution to this issue is an urgent issue, the study concludes.
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１．研究開始当初の背景 
当研究グル－プが研究を開始した当初は、
我が国はすでに超高齢社会に突入し、介護問
題が社会的な問題としてたびたび取り上げ
られる状況にあった。一方で、介護を行う家
族として、あるいは介護労働者として、女性
が抱える介護負担が重く深刻なことが注目
されるようになった。介護労働は「女性向き
の仕事」であるという「ジェンダ－規範」が
あるため、従来から女性により安上がりに担
われてきたが、２０００年（平成 12 年）か
ら実施された介護保険制度により、一掃の拍
車がかかったと感じられる。制度実施直後に
は利用者は少なかったのであるが、実施後数
年が経過し、介護保険を利用することが一般
的になればなるほど、「介護労働の女性化」
は進展したといえるだろう。更にそれに加え
て近年では、介護労働者が国際的に移動する
という「グロ－バル化」という新たな問題も
生じている。１９９０年代に入ると、このよ
うな「古くて新しい課題」を抱える日本の介
護労働の特徴を明らかにすることが、研究課
題としてたびたび取り上げられるようにな
った。ここに来て、やっと「介護とジェンダ
ー」が結びつき、研究課題として取り上げら
れるようになったのである。 
「介護とジェンダー」は今まで取り上げら
れることが少ない研究課題ではあったが、全
く取り上げられるこのなかった課題ではな
い。少ないながらも先行研究はいくつかあげ
ることはできる。特に１９９０年代に入って
からは、高齢社会が抱える介護問題が深刻化
したこともあり、「介護と女性」を研究テ－
マにすることが増加し、先行研究もいくつか
あげることができるようになった。しかし、
「介護とジェンダー」を国際比較するという
研究はほとんど存在することがなく、国際比
較研究自体の困難さもあるためであろうが、
研究開始の当初としては、ほぼ初めての試み
であったと言うことができるだろう。本研究
テ－マは、このような背景のなかで取り組ま
れた、独自の稀有な研究課題であったと言う
ことができる。 
 
 
２．研究の目的 
 高齢社会に突入し、超高齢社会への道を進
みつつある我が国にとっては、高齢者の介護
問題は緊急かつ深刻な課題である。介護労働
は「女性向きの仕事」であるという「ジェン
ダ－規範」があるため、従来から女性により
安上がりに担われてきたが、介護保険の進展
はさらにその傾向を強めつつある。また近年
では、介護労働者が国際的に移動するという
「グロ－バル化」という問題も生じている。
このような「古くて新しい課題」を抱える日
本の介護労働の特徴を明らかにするために、
介護労働の異なるパタ－ンを持つ、アメリ
カ・デンマ－ク・韓国・中国の介護労働の実
態を調査し、福祉国家における介護労働の類

型化を試みることとした。国際調査はさまざ
まな困難が伴うけれども、当研究グル－プは
すでに過去に科学研究費助成をいただいて、
アメリカとデンマ－クにおいて聞き取り調
査を行った経験と人脈があるために（研究テ
－マは今回とは異なり、「シングル・マザ－
の比較調査」及び「シングル・ファ－ザ－の
比較調査査」であったが）、今回の国際調査
も可能であると判断した。 
研究の目的としては、（家族介護も含めて）
高齢者介護に関する労働に関して異なる特
徴を持つこれら4カ国を国際比較研究するこ
とにより、高齢者介護労働に関するパタ－ン
（類型）を導き出すことである。そのような
類型を導き出す事により、日本の介護労働が
抱える諸問題について、より特徴的な点を明
らかにし、日本の介護労働の特徴を詳細に検
討する機会とすることが本研究の目的であ
る。 
またそれらの目的に加えて、本研究の最終
的な目標としては、福祉国家における女性の
役割を再考し、ジェンダ－偏在のない福祉政
策を考察し提案することにある。 
 
 
３．研究の方法 
 介護労働に関する事前の研究、また予備国
際比較研究から私たちの研究グル－プは、ま
ずは以下のような介護労働の類型を導き出
した。①性役割に依存する類型（日本）、②
移民やマイノリティーに依存する類型(アメ
リカ、また移民政策により外国人労働者に依
存する韓国もこの類型に属する)、③農村か
らの出稼ぎに依存する類型（中国）、④職業
としての保障を高めることにより女性の仕
事として定着させる類型（北欧）、の４類型
がそれである。この４類型の仮説を立証する
ために、それぞれ対象とする各国で 3～4 カ
所の介護労働を提供する機関・施設において
介護労働の実態調査を行った。また、各国の
介護労働に関する統計資料、政策に関する資
料を収集し、各国における政策担当者への聞
き取り調査も実施することとした。 
研究初年度の２０１２年度（平成２４年
度）には、統計資料収集と現地調査の準備の
ために、アメリカ、韓国、中国に研究分担者
を派遣した。中国と韓国においては、準備段
階の調査は既に終了していたため、他国に先
駆けて実地調査を行った。もちろん日本にお
いても同様に、介護保険による介護サービス
を実施する公的機関・民間機関の責任者、ケ
アマネジャー等に介護サービス実施の実態
についての聞きとり調査を実施した。 
２０１３年度（平成２５年度）には、類型
化を実証するための本調査を実施した。それ
ぞれの国において、介護労働提供機関（高齢
者施設等）3～4カ所を選択し、そこでの介護
労働者の実態調査を行った。調査する施設数
はそれぞれ 3～4 カ所と数は多くはないなが
らも、対象施設に多様性を持たせることによ



り、平均的な介護労働の実態が明らかにでき
るように工夫した。そのような実態調査をア
メリカ、デンマークで行った。２０１４年度
（平成２６年度）と２０１５年度（平成２７
年度）には、韓国・中国において同様な調査
を行った。特に中国と韓国の場合、高齢者政
策が後発ながらも急速に整備されつつある
ため、追加の資料収集や行政担当者への聞き
取りが必要となり、2国への調査が集中した。
特に韓国は、日本をモデルとした公的介護保
険を施行しているため、他国よりも頻度の多
い実態調査を行った。最終年度である２０１
５年度（平成２７年度）には、研究のとりま
とめと図書の発行を行った。 
 
 
４．研究成果 
 上記したような各国における実態調査を
実施し比較検討した結果、私たちの研究グル
－プは、介護労働に関わる以下のような類型
化を実証することができた。①性役割に依存
する類型（日本）、②移民やマイノリティー
に依存する類型(アメリカ・韓国)、③農村か
らの出稼ぎに依存する類型（中国）、④職業
としての保障を高めることにより女性の仕
事として定着させる類型（北欧）、の４類型
がそれである。それらの比較検討から、日本
における介護労働の特徴として、家族介護に
おいても介護労働としても、「ジェンダー規
範」に基づく女性への依存が他国と比較して
も極めて高いこと、「介護の女性化」が急速
に進展していること、その解決が取り組まれ
るべき緊急な課題であることが明らかとな
った。 
 また上記のような当初から予定され、予想
されていた研究成果に加えて、研究開始時に
は予想していなかった新たな研究成果を得
ることができた。「ジェンダー規範」に基ず
く日本の介護の特徴―家族（女性）に依存す
る介護－をより詳細に検討するために、日本
を含む東アジアにおける介護実態を複数回
調査することにより（とくに平成２６年と２
７年度において）、日本における介護の特徴
（あるいは日本式の介護と言っても良いか
もしれない）が東アジアを中心に普及してい
ること、それを明らかにできたということで
あった。特に中国調査を行った北京市、上海
市、青島市、大連市においては、その規模の
大小はありながらも、介護サ－ビス提供会社
がある程度普及していて、そのうちのいくつ
かは、日本の介護サ－ビス提供会社が運営し
ていたことは新たな発見であった。韓国ソウ
ル市において行った数回の調査からも、同様
な介護サ－ビス会社の存在が確認できた。中
国も韓国も本研究が明らかにした4類型でい
えば、日本とは異なる類型に属するものの、
家族介護（女性）を中心としながら、安価な
介護サ－ビス労働（女性）を持ってして家族
介護を補填しているという点については、3
国ともに共通していることであった。このよ

うな新たな研究成果が発見されたために、同
様な問題を抱えるであろう東アジアの国で
ある台湾を調査することも予定はしていた
のであるが、研究期間の終了が間近となった
こと、また当初においては早い時期に予定さ
れていた台湾の公的介護保険制度の実施が
遅れたこと（2016 年実施予定）等により、今
回の研究期間中に台湾を調査対象とするこ
とを諦めたという経過がある。次回の機会に
は、介護保険実施後の台湾を是非調査対象に
含めて、公的介護保険制度を実施している日
本・韓国・台湾の３国に共通するであろう、
東アジアにおける介護におけるジェンダー
課題を比較検討したいと考えている。 
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